
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
日
本

サ
イ
科
学
会
の
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
、
世
界
の

事
件
が
意
外
に
密
に
自
分
に
関
連
す
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ
の
繋
が
り

に
お
い
て
、
少
し
前
に
あ
る
種
の
驚
き

を
も
っ
て
確
か
め
た
事
柄
を
思
い
出
し

ま
し
た
。

そ
れ
は
、
ず
い
ぶ
ん
昔
に
本
で
ち
ら
っ

と
見
た
英
国
の
大
変
有
名
な
学
者
（
ジ

ー
ン
ズ
と
記
憶
し
て
い
る
が
確
か
で
な

い
）
が
設
定
し
た
質
問
で
し
た
。
そ
の

内
容
も
う
っ
す
ら
と
し
た
印
象
し
か
残

っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を
頼
り
に
次

の
よ
う
な
質
問
を
創
り
出
し
ま
し
た
。

一
口
分
の
水
を
掬
い
そ
の
す
べ
て
に

印
を
つ
け
る
。
そ
れ
ら
を
海
に
流
し

十
分
か
き
混
ぜ
て
そ
の
後
一
口
分
を

海
か
ら
掬
い
取
る
。
元
の
水
の
分
子

は
何
個
ぐ
ら
い
含
ま
れ
て
い
る
か
。

（
思
考
実
験
）

　
　
　
　
　

充
分
に
か
き
混
ぜ
る
と
は
、
印
の
つ

い
た
分
子
が
海
中
に
む
ら
な
く
拡
散
す

る
こ
と
で
す
。
分
子
の
数
は
非
常
に
多

い
。
水
の
場
合
、H

2 O

の
分
子
量
は 

1

×2

＋16

＝18

で
す
か
ら
一
口
を
18

グ
ラ
ム
と
す
る
と
、
そ
の
水
の
分
子
の

数
は6

×10
23

（
ア
ボ
ガ
ド
ロ
数
）で
す
。

こ
の
刻
印
し
た
粒
子
の
数
が
、
全
地
球

の
水
の
量
の
ど
れ
く
ら
い
の
比
に
な
る

か
を
概
算
し
て
み
ま
し
た
。

地
球
を
球
と
し
表
面
は
全
て
海
で
深

さ
は
１
キ
ロ
と
し
て
、
水
量
をcm

を

単
位
と
し
て
計
算
す
る
と
、
約5

×

10
23cm

3

と
な
り
ま
す
。
す
な
わ
ち

１
ｃ
ｃ
当
た
り
に
印
の
つ
い
た
水
は

（6

×10
23

）/
（（5

×10
23

）=1.2 

と
な

り
ま
す
。
海
水
か
ら
18
グ
ラ
ム
の
水
を

掬
え
ば
、
そ
の
中
に
は
約
20
個
の
印
の

つ
い
た
水
の
分
子
が
あ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

そ
の
昔
イ
ン
ド
で
お
釈
迦
様
が
小

川
の
辺
で
お
飲
み
に
な
っ
た
水
が
、

2
5
0
0
年
の
時
を
経
て
世
界
中
に

拡
散
し
た
と
し
ま
す
。
今
私
が
コ
ッ
プ

で
飲
ん
で
い
る
18
ｃ
ｃ
の
水
に
そ
の
一

粒
が
含
ま
れ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
確

実
で
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

水
を
飲
む
た
び
に
偉
大
な
存
在
と
の
ご

　
　

年
頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
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浪
平
博
人
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今
月
号
の
記
事

◎
年
頭
の
ご
挨
拶

◎
二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
１
月
、
２
月

　

研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

◎
竹
本
良
氏
出
演
映
画『
虚
空
門

　

G
A
T
E
』国
際
映
画
賞
七
冠
達
成
！

◎
第
６
回
占
星
学
と
運
命
創
造
学
の

　

研
究
分
科
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
45
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
予
告

◎ 

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科

会
の
お
知
ら
せ

◎
令
和
２
年
２
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅱ

◎
第
四
六
二
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎ 

印
度
旅
行
の
み
や
げ
話
（
サ
イ
の
広

場
第
１
号
ア
ー
カ
イ
ブ
）

◎ 

意
識
・
物
質
の
実
用
研
究
会
に
つ
い

て 
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縁
を
思
い
起
こ
し
、
今
年
も
お
だ
や
か

に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

二
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

新
年
会
も
兼
ね
た
会
員
の
体
験

意
見
発
表
と
討
論
の
会

日
時　

令
和
4
年
2
月
6
日（
日
）　

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
会
議
室

交
通　

 

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
〇
〇
〇
円

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
一
人
の
講

師
の
講
演
で
は
な
く
、
参
加
者
の
皆
様

か
ら
の
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
超
常
現
象
、
心
霊
現

象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
に
関
す
る
目

撃
・
体
験
や
意
見
の
発
表
、
そ
れ
ら
を

テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換
・
討
論
等
、

気
楽
な
感
じ
で
懇
談
会
を
開
催
致
し
ま

す
。皆

様
の
中
で
、
ご
自
分
で
撮
っ
た
不

思
議
な
写
真
、
ビ
デ
オ
映
像
等
を
お
持

ち
の
方
や
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
、
超
常
現
象
、
心

霊
現
象
、
オ
ー
ブ
等
サ
イ
現
象
で
発
表

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
是
非

事
務
局
に
メ
ー
ル
で
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

office21
@
psij.m

ail-box.ne.jp

ま
た
ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透

視
能
力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に

自
信
の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人

に
能
力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し

て
く
だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

※
１
月
の
本
部
例
会
は
お
休
み
と
な
り

　

ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

一
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

デ
ジ
タ
ル
化
で
変
容
す
る
近
未
来

変
貌
す
る
世
の
中
。
備
え
は
万
全
か

　
　
　
　

講
師　

水
口　

清
一 

氏

　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

稔
幸 

氏

日
時　

令
和
4
年
１
月
15
日（
土
）

　
　
　

13
：
30
～
17
：
00（
13
：
00
開
場
）

会
場
：
阿
倍
王
子
神
社 

参
集
殿（
2
Ｆ
）

・ 

阪
堺
電
車
上
町
線
「
東
天
下
茶
屋
」　

駅
下
車
徒
歩
5
分

・ 

大
阪
メ
ト
ロ
御
堂
筋
線
「
昭
和
町
」　

駅
か
ら
徒
歩
15
分

・ 

ま
つ
む
し
音
楽
堂
か
ら
阿
倍
野
筋
沿　

い
に
徒
歩
10
分

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　

一
般 

三
千
円　

学
生 

一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※ 

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ　

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の「
参
加
予　

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し　
　

ま
す
。

http://ladies.jp/kps/ken.html#ken463
講
演
内
容

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
に
よ
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
事
務
の
電

子
化
な
ど
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
ん
で
い
ま

す
。

　

2
0
1
8
年
、
経
済
産
業
省
は
「
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
」（
以
下
：
Ｄ
Ｘ
）
に
つ
い
て
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。
当
時
は

だ
れ
も
「
Ｄ
Ｘ
」
と
い
う
も
の
に
興
味

が
な
く
、
一
部
の
デ
ジ
タ
ル
オ
タ
ク
が

騒
い
だ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

か
ら
約
一
年
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
人
々
は

奇
し
く
も
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ

Ｍ
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
に
な
り
ま

し
た
・
・

　

こ
れ
で
日
本
も
Ｄ
Ｘ
の
時
代
に
本
格

的
に
突
入
す
る
か
と
思
わ
れ
ま
し
た

が
、
2
0
2
0
年
12
月
の
調
査
で
は
、

Ｄ
Ｘ
へ
の
取
り
組
み
企
業
は
全
体
で
１

割
未
満
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
や
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
な
ど

が
普
及
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
Ｄ

Ｘ
の
普
及
率
が
9
割
以
下
な
の
で
し
ょ

う
か
？　

そ
の
理
由
は
、
人
々
が
Ｄ
Ｘ

時
代
に
適
応
し
た
意
識
変
化
を
起
こ
し

て
い
な
い
か
ら
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｉ
Ｔ
（
情
報
技
術
）
は
、
リ
ア
ル
に

存
在
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
、

よ
り
便
利
に
す
る
た
め
に
進
化
し
て
き

ま
し
た
。
つ
ま
り
発
想
の
原
点
が
「
リ
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ア
ル
」
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
に
対
し
て
Ｄ
Ｘ
と
は
、
発
想
の
原
点

が「
バ
ー
チ
ャ
ル
」に
あ
る
の
で
す
。

　

署
名
捺
印
一
つ
と
っ
て
も
そ
う
で
す

ね
。
せ
っ
か
く
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
始

め
て
も
、
上
司
の
署
名
捺
印
の
た
め
に

出
社
す
る
と
言
う
馬
鹿
げ
た
事
態
が
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
Ｄ
Ｘ
を
実
践
し

て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
デ
ジ
タ
ル
署
名
、

デ
ジ
タ
ル
捺
印
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
で
し
ょ
う
が
、
現
実
は
そ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
追
い
付
い
て
い
な
い
の

で
す
。

　

東
洋
に
は
古
く
か
ら
、「
色
即
是
空
、

空
即
是
色
」
と
言
う
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
リ
ア
ル
が
バ
ー
チ
ャ
ル

へ
、
バ
ー
チ
ャ
ル
が
リ
ア
ル
へ
と
、
変

幻
自
在
に
移
動
す
る
様
を
意
味
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
変
幻
自
在
こ
そ
が
「
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」（
Ｄ
Ｘ
）
な
の
で

す
。
人
々
が
、
本
当
の
意
味
で
Ｄ
Ｘ
を

理
解
し
た
と
き
、
こ
の
世
は
、「
色
即

是
空
、
空
即
是
色
」
と
な
っ
て
、
大
き

な
意
識
の
変
化
を
呼
び
起
こ
し
ま
す
。

　

Ｉ
Ｔ
は
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
の
世

界
で
は
な
く
、
意
識
や
感
情
の
世
界
へ

と
広
が
り
進
化
し
続
け
て
い
ま
す
が
、

原
点
は
リ
ア
ル
の
世
界
で
は
な
く
、
バ

ー
チ
ャ
ル
の
世
界
へ
と
移
り
変
わ
っ
て

い
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
変
化
は
表
面
か
ら
で

は
見
て
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま

さ
に
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
な
の

で
す
。

　

2
0
2
2
年
は
、
本
来
の
意
味
で
の

Ｄ
Ｘ
が
、
大
波
で
や
っ
て
き
ま
す
。
気

づ
か
ぬ
人
は
、
知
ら
ぬ
間
に
取
り
残
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
意
識

の
変
化
に
目
を
向
け
、
こ
の
大
波
に
備

え
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

水
口 

清
一 

氏（
み
ず
ぐ
ち 

き
よ
か
ず
）

　

1
9
6
0
年
代
よ
り
人
間
の
無
限
の

可
能
性
を
引
き
出
す
た
め
、
右
脳
開
発

や
速
読
な
ど
の
加
速
学
習
法
、
夢
の
実

現
法
、
超
能
力
や
シ
ン
ク
ロ
を
起
こ
す

方
法
な
ど
の
潜
在
能
力
開
発
、
未
来
予

知
法
、「
意
識
場
」に
よ
る
次
世
代
の
会

社
経
営
・
管
理
法
な
ど
、
先
駆
的
な
セ

ミ
ナ
ー
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
て
き

た
。
大
学
時
代
は
探
検
部
に
所
属
、
全

国
の
山
々
を
探
索
。
熊
野
で
言
霊
と
禅

の
行
を
修
め
、
東
洋
の
神
秘
に
触
れ
る
。

東
洋
思
想
に
も
と
づ
く
独
自
の
視
点
に

も
と
づ
く
未
来
予
知
に
は
定
評
が
あ

り
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
、
週
刊
誌
、
ラ
ジ

オ
な
ど
マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

た
。「
夢
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
主

宰
。
Ａ
Ｉ
マ
ン
ダ
ラ
研
究
所
・
所
長
。

潜
在
能
力
の
開
発 

催
眠
法
、
イ
メ
ー

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
超
意
識
、
言
霊
、

数
霊
、
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
創
造
性

開
発
、
瞑
想
、
東
洋
思
想
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
、
未
来
予
知
、
夢
の
実
現

法
な
ど
を
専
門
分
野
と
し
て
先
駆
的
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
。
セ
ミ
ナ
ー
や
企

業
研
修
な
ど
幅
広
く
活
動
し
て
い
る
。

著
書
に
「
潜
在
意
識
の
大
活
用
」、「
バ

ー
チ
ャ
ル
社
会
と
意
識
進
化
」、「
未
来

予
知
能
力
の
開
発
」、「
人
は
み
ん
な
魔

法
使
い
」、「
人
生
は
魔
法
の
世
界
だ
」、

「
90
日
で
願
い
が
叶
う
魔
法
の
本
」、「
こ

れ
か
ら
日
本
の
時
代
に
な
る
理
由（
わ

け
）」な
ど
多
数
。

竹
田 

稔
幸 

氏（
た
け
だ　

と
し
ゆ
き
）

　

1
9
9
5
年
工
業
大
学
機
械
学
科
に

在
籍
中
、
初
め
て
触
れ
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
可
能
性
に
衝
撃
を
受
け
、
隣
接

の
情
報
学
科
に
入
り
浸
り
Ｉ
Ｔ
技
術
の

習
得
を
試
み
る
。
1
9
9
9
年
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
を
学
ぶ
た
め
に

他
大
学
の
経
営
学
部
に
編
入
、
パ
ソ
コ

ン
売
り
場
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら

パ
ソ
コ
ン
の「
何
で
も
屋
」を
起
業
、
携

帯
電
話
か
ら
無
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
ス

マ
ー
ト
家
電
な
ど
、
利
便
性
の
高
い
家

庭
や
オ
フ
ィ
ス
の
環
境
構
築
は
じ
め
初

心
者
向
け
サ
ポ
ー
ト
、
経
営
者
へ
の
Ｉ

Ｔ
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
を

開
始
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
経
験
を

元
に
、
誰
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
で
収
益
を
上
げ
る
メ
ソ

ッ
ド
を
確
立
、
Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
幅
広
い

知
識
を
武
器
に
、
Ｉ
Ｔ
を
利
用
し
た
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
や
商
品
開
発
な
ど

を
手
が
け
て
い
る
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

二
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

歌
声
の
効
用

～
健
康
に
つ
な
が
る
声
の
力
～

　

講
師　

河
邉  

敦
子

　
　
　
　
（
関
西
歌
劇
団
理
事
）

　
　
　
　

森
本  

ま
ど
か 

氏

（
関
西
歌
劇
団
正
団
員
、
音
声
訓
練
士
）

　
　
　
　

田
中  

実
子 

氏

　
　
　
　
（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）
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日
時　

令
和
4
年
2
月
19
日（
土
）

　
　
　

14
：
00
開
演（
13
：
30
開
場
）

会
場　

ま
つ
む
し
音
楽
堂
2
Ｆ

交
通　

御
堂
筋
線「
天
王
寺
」、
近
鉄
南

　
　
　

大
阪
線「
阿
部
野
橋
」
で 

阪
堺

　
　
　

電
車
上
町
線
に
乗
換
え「
松
虫
」

　
　
　

下
車
す
ぐ
。

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族
二
千
円

　
　
　
一
般 

三
千
円　

学
生 
一
千
円

講
師
を
囲
む
懇
親
会

　
　
　

会
費
3
5
0
0
円　

定
員
15
名

※ 

懇
親
会
へ
の
参
加
は
、
当
日
受
付
に

て
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※ 

参
加
の
お
申
込
み
は
、
関
西
日
本
サ

イ
科
学
会
公
式
サ
イ
ト
の「
参
加
予

約
」
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
願
い
致
し
ま

す
。

http://ladies.jp/kps/ken.html#ken463

講
演
内
容

健
康
と
い
え
ば
、
世
間
に
は
〇
〇
教

室
や
〇
〇
食
品
な
ど
多
彩
な
商
品
が
溢

れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
研
究
集
会

は
、
だ
れ
に
も
あ
る
身
体
の
一
部
で
基

本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
作
業
を

受
け
持
つ
「
声
」
に
着
目
し
ま
し
た
。

講
師
は
関
西
歌
劇
団
の
現
役
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
で
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
も
堪
能
で

き
る
か
と
存
じ
ま
す
。

神
代
の
時
代
か
ら
あ
る
「
和
歌
」
や

「
祝
詞
（
の
り
と
）」、
さ
ら
に
「
声
明

（
し
ょ
う
み
ょ
う
）」
や
「
民
謡
」、「
歌

劇
」
や
「
歌
謡
曲
」
に
至
る
ま
で
、「
歌

声
」
は
人
々
の
生
活
と
密
着
、
文
字
が

な
い
時
代
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
交
信
、
交

流
の
主
役
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。
身
近

す
ぎ
て
、
今
更
「
声
の
効
用
」
な
ど
と

お
っ
し
ゃ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

「
声
」
が
全
身
に
及
ぼ
す
は
た
ら
き
を

知
る
こ
と
は
け
っ
し
て
無
駄
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
意
識
し
て
「
声
」
を
使
う
こ

と
で
保
健
薬
は
少
な
く
て
済
む
は
ず
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
演
奏
曲
目
）

「
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
」（
ル
ッ
ツ
ィ
作
曲
）

「
赤
い
か
ん
ざ
し
」（
貴
志
康
一
作
詞
・

作
曲
）、「
か
ご
か
き
」（
同
）

「O

 m
io babino caro

（
わ
た
し
の
お

父
さ
ん
）」（
プ
ッ
チ
ー
ニ
作
曲
）ほ
か

講
師
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

河
邉  

敦
子 

氏 K
aw
abe A

tsuko

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
大
阪
音
楽
大
学
音

楽
学
部
声
楽
科
声
楽
専
攻
修
了
。「
フ

ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」ケ
ル
ビ
ー
ノ
役
を
皮
切

り
に「
椿
姫
」「
カ
ル
メ
ン
」「
赤
い
陣
羽

織
」「
源
氏
物
語
」
な
ど
多
数
の
オ
ペ
ラ

に
出
演
。「
ル
サ
ル
カ
」「
修
道
女
ア
ン

ジ
ェ
リ
カ
」で
は
タ
イ
ト
ル
ロ
ー
ル
を
演

じ
、
大
阪
文
化
祭
奨
励
賞（
平
成
22
年
）

を
受
賞
し
た「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」で
は

伯
爵
夫
人
役
を
好
演
。
オ
ペ
ラ
以
外
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
多
数
。
声
楽
を

栢
本
淑
子
氏
に
師
事
。
金
蘭
千
里
中
・

高
等
学
校
特
任
講
師
。
関
西
歌
劇
団
理

事
。
関
西
歌
曲
研
究
会
、
日
本
演
奏
連

盟
各
会
員
。

森
本  

ま
ど
か 

氏 M
orim
oto M

adoka

　

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
。
音
声
訓
練
士
。
大

阪
音
楽
大
学
音
楽
学
部
声
楽
学
科
卒

業
。
朝
日
推
薦
演
奏
会
を
は
じ
め
、
イ

タ
リ
ア
の
ベ
ス
カ
ー
ラ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ

ェ
、
オ
ラ
ン
ダ
の
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ
ほ

か
国
内
外
の
演
奏
会
に
多
数
出
演
。「
こ

う
も
り
」ア
デ
ー
レ
役
で
デ
ビ
ュ
ー
、
そ

の
後「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」
ハ
ン
ナ
、

「
カ
ル
メ
ン
」ミ
カ
エ
ラ
、「
マ
リ
ツ
ァ
伯

爵
夫
人
」マ
リ
ツ
ァ
、「
ほ
ほ
え
み
の
国
」

リ
ー
ザ
、「
ウ
ィ
ー
ン
気
質
」
ガ
ブ
リ
エ

ル
役
で
出
演
。
第
28
回
香
川
音
楽
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
声
楽
部
門
第
3
位
、
日
本

歌
曲
部
門
第
2
位
。「
日
本
歌
曲
全
集

第
9
集
」、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

〈
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
〉フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ル
バ

ム
～
心
や
す
ら
ぐ
時
を
求
め
て
～
な
ど

Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス
。
関
西
歌
劇
団
正
団
員
。

関
西
歌
曲
研
究
会
、
日
本
演
奏
連
盟
各

会
員
。

映
画「
虚
空
門G

ATE

」国
際
映
画
賞

七
冠
達
成
！

　

小
路
谷
秀
樹
監
督
作
品
で
、
竹
本
良

脇
役
で
出
演
の
映
画［
虚
空
門GA

TE

］

が
国
際
的
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
3
ヶ
月
で
以
下
の
7
つ
の
国
際

映
画
賞
を
受
賞
。
ま
だ
ま
だ
幾
つ
か
公

式
選
出
さ
れ
た
映
画
賞
が
あ
り
、
あ
と

2
～
3
は
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず

は
報
告
ま
で
。

・ 

多
次
元
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ト
映
画　

祭（
無
国
籍
）最
優
秀
口
伝
ド
キ
ュ
メ　

ン
タ
リ
ー
部
門
賞

・ 

ド
リ
ー
ム
ズ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
国
際
映　

画
祭（
イ
ン
ド
） 

最
優
秀
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
部
門
第
3
季（
9
月
|

10
月
）

最
優
秀
質

・ 

ベ
ス
ト
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
映
画
祭（
ト

ル
コ
）
特
別
銀
賞
最
優
秀
長
編
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

・ 

ロ
ズ
ウ
ェ
ル
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ
コ
ン

S
F
映
画
祭（
米
国
） 

ベ
ス
ト
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
賞

・ 

オ
ー
プ
ン
ウ
ィ
ン
ド
ウ
国
際
映
画
チ　

ャ
レ
ン
ジ（
イ
ン
ド
） 

ベ
ス
ト
ド
キ
ュ　

メ
ン
タ
リ
ー
賞

・ 

ヴ
ェ
ガ
ス
映
画
賞
最
優
秀
イ
ン
デ
ィ

ー
ズ
☆
メ
リ
ッ
ト
賞
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最
優
秀
監
督
☆
メ
リ
ッ
ト
賞

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
６
回　

占
星
学
と
運
命
創
造

学
の
研
究
分
科
会

日
時　

令
和
4
年
１
月
30
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員 

一
千
円
（
当
日
入
会
可
）

一
般 

二
千
円　

学
生 

一
千
円

※
定
員
が
あ
り
ま
す
の
で
後
述
の
★
欄

を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ご
参
加
予
約
願

い
ま
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
参

加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ

２
０
２
２
年
度
春
分
図
に
よ
る

未
来
予
測
と
個
人
の
運
勢
診
断

　
　
　
　

講
師　

瀬
尾　

泰
範 

氏

西
洋
占
星
学
で
は
、
年
度
に
あ
た
る

１
年
間
（
春
分
の
日
か
ら
翌
年
の
春
分

の
日
ま
で
）
の
そ
の
国
の
運
勢
を
占
う

と
き
、
太
陽
が
ち
ょ
う
ど
春
分
点
（
牡

羊
座
0
度
）
に
き
た
と
き
の
そ
の
国
の

首
都
に
お
け
る
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
チ
ャ
ー

ト
（
春
分
図
）
を
描
い
て
診
断
致
し
ま

す
。
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
で
は
、

周
波
数
1
～
9
ま
で
の
「
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
・
チ
ャ
ー
ト
」
も
使
っ
て
、
よ
り
詳

細
な
診
断
を
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
2
0
2
0
年
度
の
春
分

図
の
診
断
は
そ
の
年
の
1
月
の
分
科
会

で
解
説
し
、
2
0
2
1
年
度
の
春
分

図
の
診
断
は
分
科
会
が
コ
ロ
ナ
禍
で
延

期
さ
れ
た
の
で
、
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
の
メ
ル
マ
ガ
で
解
説
致
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
0
年
度
は
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー

モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
に
お
け
る

ハ
ー
ド
な
周
波
数
4
と
周
波
数
8
の
チ

ャ
ー
ト
が
パ
ワ
ー
が
か
な
り
高
く
な

り
、
土
地
に
拘
わ
ら
ず
世
界
的
な
問
題

が
起
こ
る
こ
と
が
読
め
ま
し
た
。

　

ま
た
2
0
2
1
年
度
は
、
１
月
12

日
発
行
の「
新 

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ

ク
通
信 V

ol.4

」で

『
以
上
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
後
を
判

断
し
ま
す
と
、（
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
チ

ャ
ー
ト
で
は
）
全
体
的
に
グ
ラ
ン
ド
ト

ラ
イ
ン
が
多
く
形
成
さ
れ
、
周
波
数

3
、
6
の
パ
ワ
ー
が
高
い
の
と
、
ハ
ー

ド
な
方
の
周
波
数
8
で
上
記
の
海
王
星

の
絡
む
2
つ
の
調
和
三
角
形
が
形
成
さ

れ
る
の
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
等
で
、

新
年
度
後
半
ま
で
に
は
か
な
り
収
束
さ

れ
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。』

と
配
信
致
し
ま
し
た
。
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2021-vernal-equinox-harm
onic-

chart/今
回
も
2
0
2
2
年
3
月
20
日
0

時
34
分
の
春
分
図
に
つ
い
て
、「
ホ
ロ

ス
コ
ー
プ
チ
ャ
ー
ト
」
と
「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
β
」
を
使
っ

て
、
主
に
2
0
2
2
年
度
の
日
本
の

診
断
を
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

ま
た
西
洋
占
星
学
の
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス

理
論
に
基
づ
く
当
会
独
自
の
「
ア
ス
ト

ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
Ｓ
」（
月

運
チ
ャ
ー
ト
）
を
使
っ
て
、
参
加
者
の

運
勢
診
断
を
致
し
ま
す
。

参
加
者
個
人
別
に
今
後
18
ヶ
月
の
月

運
チ
ャ
ー
ト
を
配
布
し
て
見
方
を
説
明

し
、
自
由
に
質
問
を
受
け
な
が
ら
、
個

人
の
運
勢
診
断
を
分
か
り
や
す
く
解
説

致
し
ま
す
。

さ
ら
に
水
星
、
金
星
、
火
星
、
木
星
、

土
星
の
2
0
2
2
年
1
月
～
2
0
2
3

年
6
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
星
が

通
過
す
る
星
座
運
行
に
よ
る
、
比
較
的

短
周
期
の
環
境
運
の
見
方
と
対
処
法
も

解
説
致
し
ま
す
。

参
加
ご
希
望
の
方
は
以
下
★
の
2
つ

の
場
合
を
見
て
、
お
申
込
み
願
い
ま
す
。

◎
瀬
尾
泰
範
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

静
岡
県
清
水
市
（
現
静
岡
市
）
生
ま

れ
。
西
洋
占
星
学
を
40
年
以
上
研
究
、

か
つ
プ
ロ
と
し
て
診
断
も
し
、
70
年
代

に
英
国
のJogn M

. A
ddey

氏
が
提

唱
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論
を
発
展
さ

せ
て
、
独
自
の
「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ

ッ
ク
チ
ャ
ー
ト
」
を
使
い
、
パ
ー
ソ
ナ

リ
テ
ィ
や
才
能
、
運
勢
等
の
新
し
い
診

断
法
を
確
立
し
た
。

一
般
人
レ
ベ
ル
の
念
動
力
も
測
定
で

き
る
「
サ
イ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
メ
ー
タ

ー
」
を
開
発
し
、
Ｐ
Ｋ
・
Ｅ
Ｓ
Ｐ
能
力

の
養
成
も
指
導
し
て
い
る
。

「
才
能
開
発
研
究
所
」、「
ア
ス
ト
ロ

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
」
を
主
宰
、
日
本
サ
イ

科
学
会
理
事
。

★ 

既
に
分
科
会
に
参
加
さ
れ
て
、
当
会

の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
天
宮
図
）

を
お
持
ち
の
皆
様
へ

　

分
科
会
で
は
参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
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い
は
ご
子
息
等
）
の
月
運
診
断
チ
ャ
ー

ト
18
ヶ
月
分
を
当
日
配
布
し
、
診
断
に

利
用
致
し
ま
す
。

　

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
4
年
１

月
23
日
（
日
）
ま
で
に
「
１
月
30
日
分

科
会
参
加
希
望
」と
書
い
て

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp 

宛
て

に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

★
初
め
て
ご
参
加
の
皆
様

　

参
加
者
ご
本
人
（
あ
る
い
は
ご
子
息

等
）
の
ホ
ロ
ス
コ
ー
プ
（
出
生
図
）
と

月
運
診
断
チ
ャ
ー
ト
18
ヶ
月
分
を
当
日

配
布
し
て
、
診
断
に
利
用
致
し
ま
す
。

　

配
付
資
料
準
備
の
た
め
令
和
４
年
１

月
23
日
（
日
）
ま
で
に
「
１
月
30
日
分

科
会
参
加
希
望
」
＋
以
下
の
出
生
デ
ー

タ
を
書
い
て

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp 

宛
て

に
メ
ー
ル
送
信
い
た
だ
く
か
、

Ｆ
Ａ
Ｘ 

0
4
7
・
3
3
0
・
4
0
9
1

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
願
い
ま
す
。

　
☆
出
生
デ
ー
タ
☆

◎
氏
名

◎
氏
名
の
読
み
方

◎
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

◎
電
話
番
号

◎
西
暦
で
の
生
年
月
日

◎ 

出
生
時
刻
（
午
前
・
午
後
○
時
○
分

ま
で
分
か
れ
ば
、
よ
り
診
断
が
正
確

に
な
り
ま
す
が
、
分
か
ら
な
い
場
合

は
不
明
と
記
し
て
く
だ
さ
い
）

◎
出
生
地
（
都
道
府
県
・
郡
市
区
町
村

　

・
町
名
と
番
地
ま
で
分
か
れ
ば
ベ
ス

　

ト
で
す
→
こ
ち
ら
で
緯
度
と
経
度
を

　

出
し
ま
す
。）

※
2
0
2
0
年
12
月
21
日
に
創
刊
さ

れ
ま
し
た
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

「
ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
通
信
」
は

毎
週
月
曜
日
に
配
信
し
て
お
り
ま
す
。

内
容
は

・
運
命
創
造
学
に
基
づ
く
指
針

・ 

ア
ス
ト
ロ
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
チ
ャ
ー
ト　

に
よ
る
翌
週
の
社
会
全
体
運
診
断

　
（
占
星
学
的
六
曜
）

・
瀬
尾
泰
範
の
ブ
ロ
グ

・ 

西
洋
占
星
学
、
ハ
ー
モ
ニ
ク
ス
理
論　

の
基
礎
か
ら
の
レ
ッ
ス
ン

等
で
す
。
分
科
会
参
加
者
に
は
す
べ
て

配
信
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
分
科
会

に
参
加
で
き
な
い
方
も
配
信
希
望
を
歓

迎
致
し
ま
す
。

office21@
psij.m

ail-box.ne.jp

宛
て
に
「
占
星
学
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

希
望
」と
書
い
て
送
信
願
い
ま
す
。

日
時　

令
和
4
年
3
月
26
日（
土
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
1
会
議
室	

交
通　
Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

　

 

徒
歩
2
分
、
ホ
ー
ム
最
北
端
（
赤
羽　

寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札
口
を
出　

て
見
え
る
高
層
ビ
ル

参
加
費　

一
般  

二
千
円

　

 

サ
イ
・
サ
ト
ル
会
員
、
学
生
、
60
歳　

以
上 

一
千
円

　

宇
宙
人 

0
円（
但
し
受
付
の
要
認
可
）

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

第
４
回 

ソ
ク
ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
」

サ
イ
ボ
ッ
ト
社
会  

（
サ
イ
ボ
ー
グ
、

ロ
ボ
ッ
ト
と
ヒ
ト
の
共
生
社
会
）
に
加

え
て
、
替
玉
、
ゴ
ム
人
間
、
ク
ロ
ー
ン

が
蔓
延
す
る
中
で
、
自
分
が
自
分
ら
し

く
自
分
の
連
続
性
を
保
つ
に
は
ど
う
し

た
ら
い
い
の
か
？  

取
り
敢
え
ず
考
え

て
み
よ
う
。

あ
な
た
は
ホ
ン
ト
に
あ
な
た
な
の

か
？ 

あ
な
た
に
似
せ
た
ゴ
ム
ニ
ダ
で

は
な
い
の
か
？ 

い
や
、
レ
プ
ク
ロ
じ

ゃ
あ
、
な
い
の
か
？　

自
分
っ
て
ホ
ン

ト
の
わ
た
し
で
す
か
？

	

　
（
世
話
役　

阿
久
津 

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

日
時　

令
和
4
年
5
月
29
日（
日
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
9
階
9
0
2
号
室

交
通　

 

Ｊ
Ｒ
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車　
　
　

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

会
員
一
千
円（
当
日
入
会
可
）

　
　
　

一
般
二
千
円　

学
生
一
千
円

＊ 

当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て
お

支
払
い
下
さ
い
。

テ
ー
マ「
特
異
能
力
の
検
証
と
開
発
法
」

　
　
　
　

講
師　

小
林  

永
周 

氏

講
演
内
容

古
今
東
西
、
預
言
者
や
超
能
力
者
、

第
45
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
12
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究

分
科
会



7

シ
ャ
ー
マ
ン
等
、
い
わ
ゆ
る
霊
視
、
霊

聴
、
霊
言
や
予
知
、
予
言
な
ど
を
行
う

特
異
能
力
者
は
ピ
ン
か
ら
キ
リ
ま
で
存

在
し
て
い
ま
す
。

か
っ
て
私
は
テ
レ
ビ
局
の
制
作
現
場

に
携
わ
っ
て
、
内
外
の
能
力
者
3
3
0

余
名
を
取
材
、
各
人
の
能
力
を
確
か

め
、
実
験
、
検
証
を
試
み
て
60
年
余
、

こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
究
明
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

本
来
、
誰
で
も
備
わ
っ
て
い
る
と
さ

れ
る
潜
在
的
感
性
を
蘇
ら
せ
て
、
能
力

開
発
法
の
一
端
を
披
露
、
実
践
、
併
せ

て
イ
ン
チ
キ
能
力
者
に
騙
さ
れ
な
い
た

め
の
心
得
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

令
和
２
年
２
月
本
部
例
会
報
告
Ⅱ

「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」
を
基
に

し
た
生
命
創
造
の
基
礎
構
造（
仮
説
）

に
よ
る
意
識
体
ゼ
ロ
化
を
可
能
に
す

る
ヒ
ー
リ
ン
グ
メ
ソ
ッ
ド

　
　

講
師　

ア
マ
ナ（
呉
清
恵
） 

氏

創
造
と
い
う
の
は
正
反
の
対
向
発
生

に
よ
っ
て
起
こ
る
と
考
え
ら
れ
る
の

が
、
カ
タ
カ
ム
ナ
の
潜
象
物
理
で
す
。

正
反
と
い
う
の
は
、
潜
象
世
界
の
一
番

細
か
い
粒
子
が
右
廻
り
か
左
廻
り
に
廻

っ
て
い
る
状
態
で
す
。
正
反
二
つ
の
粒

子
「
ヒ
」
が
出
合
っ
て
一
つ
に
な
ろ
う

と
す
る
と
き
に
、「
カ
」
の
力
が
付
与

さ
れ
て
三
つ
目
の
粒
子
「
ミ
」
が
瞬
時

に
発
生
す
る
。
こ
れ
が
「
フ
ト
」
と
い

う
意
味
で
す
。
そ
し
て
「
ヒ
」「
フ
」

「
ミ
」
の
三
つ
の
潜
象
粒
子
が
一
つ
に

ま
と
ま
り
と
な
っ
た
「
ミ
ツ
ゴ
」
が
で

き
ま
す
。

こ
れ
が
最
小
単
位
で
す
。

こ
う
い
う
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い
く

と
、
中
心
に
「
カ
」
が
凝
集
し
た
「
カ

ム
ミ
」
が
発
生
し
ま
す
。
そ
し
て
立
体

の
形
を
も
つ
「
ミ
ツ
ゴ
マ
リ
」
が
で
き

ま
す
。
そ
ら
が
統
合
さ
れ
て
三
次
元
世

界
に
現
象
化
す
る
際
、
正
三
角
四
面
体

と
な
り
ま
す
。
そ
の
背
後
に
潜
象
の

「
カ
ム
ナ
」
が
三
つ
を
ま
と
め
る
力
と

し
て
存
在
し
ま
す
。

「
三
プ
ラ
ス
一
」
は
生
命
創
造
の
基
礎

構
造三

つ
の
潜
象
粒
子
の
親
和
重
合
に
よ

っ
て
、「
カ
」
が
凝
集
さ
れ
て
、
内
部
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に
潜
象
核
（
カ
ム
ナ
）
を
形
成
し
、
そ

れ
が
背
後
の
不
可
視
の
核
と
し
て
存
在

し
、
三
つ
の
潜
象
粒
子
が
一
つ
に
ま
と

ま
っ
て
、
１
単
位
に
な
る
の
を
保
持
す

る
構
造
が「
三
プ
ラ
ス
一
」で
す
。

「
三
プ
ラ
ス
一
」
の
「
一
」
は
潜
象
核

（
ア
マ
ナ
）、
物
資
レ
ベ
ル
で
は
潜
象
核

は
「
ア
マ
ナ
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
異
な

る
レ
ベ
ル
で
も
相
似
の
構
造
に
よ
っ
て

同
じ
物
理
が
働
き
ま
す
。「
三
プ
ラ
ス

一
」
の
構
造
は
、
生
命
の
構
造
、
万
物

万
象
の
創
造
の
原
理
と
な
り
ま
す
。

生
命
発
生
の
根
本
原
理「
フ
ト
マ
ニ
」

二
つ
の
「
ミ
」（
正
反
の
「
ミ
」）
の
重

合
（
ト
）
に
よ
っ
て
、
新
し
い
生
命
の

現
象
界
（
マ
）
に
発
生
定
着
（
ニ
）
さ
れ

る
と
い
う
の
が
、
カ
タ
カ
ム
ナ
の
対
向

発
生
の
根
本
原
理
で
あ
り
ま
す
。

イ
ノ
チ
が
生
ま
れ
、
刻
々
と
イ
ノ
チ

が
維
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
反
の
対

向
発
生
の
持
続
（
フ
ト
マ
ニ
）
に
よ
っ

っ
て
、
カ
ム
と
ア
マ
と
の
重
合
に
よ
る

「
カ
」
の
対
向
発
生
が
起
こ
る
か
ら
で

す
。こ

の
原
理
は
潜
象
レ
ベ
ル
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
宇
宙
の
イ
ノ
チ
の
す
べ
て

に
つ
い
て
の
物
理
と
し
て
、
カ
タ
カ
ム

ナ
人
が
感
受
し
抽
象
し
た
根
本
原
理
で

す
。

生
命
の
誕
生
に
つ
い
て
だ
け
で
な

く
、
生
命
活
動
、
人
間
の
精
神
活
動
や

人
と
の
関
係
、
そ
の
他
様
々
な
レ
ベ
ル

で
相
似
象
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ど
ん
な
も
の
で
も
、
対
極
が
一
つ
に

な
っ
て
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
る
際
に

は
、
必
ず
フ
ト
（
互
換
重
合
）
に
よ
る

カ
ム
の
チ
カ
ラ
の
対
向
発
生
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
「
フ
ト
」
の
対
向
発

生
の
原
理
を
瞑
想
に
応
用
す
る
こ
と

で
、
内
な
る
根
源
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ

り
簡
単
に
な
り
ま
す
。

原
子
核
か
ら
粒
子
が
出
る
と
き
に
、

「
ミ
ツ
ゴ
」
が
図
の
よ
う
な
モ
コ
ロ
状

に
集
合
し
ま
す
。

参
考
：
量
子
物
理
学
の
超
弦
理
論

超
弦
理
論
で
は
、
宇
宙
の
極
小
物
は

輪
ゴ
ム
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
の
大
き

さ
は
10
の
マ
イ
ナ
ス
33
乗
ｃｍ
ほ
ど
で
、

そ
れ
以
上
に
小
さ
い
も
の
は
存
在
し
ま

せ
ん
。
こ
の
大
き
さ
よ
り
小
さ
く
す
る

と
、
揺
ら
ぎ
の
幅
が
無
限
大
に
な
り
、

時
空
間
に
存
在
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

即
ち
、
こ
れ
が
時
間
と
空
間
が
存
在

で
き
な
く
な
る
限
界
値
と
考
え
ら
れ
る

わ
け
で
す
ね
。

原
子
の
大
き
さ
は
１
億
分
の
１
ｃ
ｍ

く
ら
い
、
原
子
核
の
大
き
さ
は
ま
た
そ

の
10
万
分
の
１
く
ら
い
と
な
り
ま
す
。

ま
た
量
子
世
界
の
2
つ
の
性
質
と
し

て
、「
非
局
在
性
」
と
「
観
察
者
効
果
」

が
有
名
で
す
が
、
ど
ち
ら
も
不
思
議
な

性
質
で
す
。
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特
に
「
観
察
者
効
果
」
に
つ
い
て
お

話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ミ
ル
」と
は

「
ミ
」
と
は
本
来
「
ミ
ツ
ゴ
」
を
意
味

し
て
お
り
、
モ
ノ
が
潜
象
・
現
象
の
界

面
か
ら
生
ま
れ
て
持
続
的
に
現
れ
る
と

い
う
思
念
で
あ
り
、「
ル
」
と
い
う
の

は
、
そ
の
状
態
が
そ
こ
に
存
在
し
て
い

る
、
留
ま
っ
て
い
る
と
い
う
思
念
と
な

り
ま
す
。

観
察
者
の
意
識
が
時
空
を
固
定
す
る

最
初
の
観
察
者
は
時
間
を
逆
行
し
て

も
モ
ノ
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
一
旦
人
や
動
物
が
観
察
に
よ

っ
て
影
響
を
与
え
た
ら
、
そ
の
後
は
別

の
影
響
を
与
え
よ
う
と
し
て
も
反
応
し

に
く
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

人
間
の
観
察
と
い
う
行
為
に
よ
っ
て
、

量
子
に
影
響
を
与
え
て
ト
キ
を
確
定
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
六
二
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

マ
イ
ナ
ス
の「
気
」エ
ネ
ル
ギ
ー
を

防
御
す
る
に
は

　
　
　
　

講
師　

橋
本  

和
哉 

氏

�

（ 

医
師
、
医
療
法
人
春
鳳
会
は
し
も
と

内
科
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

日
時　

令
和
3
年
11
月
13
日（
土
）

会
場　

阿
倍
野
学
習
セ
ン
タ
ー
講
堂

講
演
に
先
立
っ
て
関
西
日
本
サ
イ
科

学
会
が
購
入
し
た
脳
波
計
（
ア
ル
フ
ァ

テ
ッ
ク
5
）
に
よ
る
脳
波
計
測
の
デ
モ

を
行
い
ま
し
た
。（
電
極
を
額
に
当
て

た
被
験
者
の
脳
波
を
パ
ソ
コ
ン
か
ら
ス

ク
リ
ー
ン
に
和
田
会
長
が
映
し
出
し
ま

す
。）
被
験
者
に
は
目
を
閉
じ
て
貰
い
、

脳
波
が
安
定
し
た
段
階
で
私
（
橋
本
和

哉
）
が
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
被
検
者
に

「
気
入
れ
」
し
て
脳
波
が
ど
う
変
わ
る

か
実
験
し
た
の
で
す
。

脳
波
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
系
の
α
波
や
θ

波
が
増
え
、
被
験
者
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
た
の
は

「
気
入
れ
」の
効
果
と
推
察
さ
れ
ま
す
。



10

脳
波
測
定
を
終
え
、
い
よ
い
よ
講
座

開
始
。

さ
て
、『
マ
イ
ナ
ス
の
「
気
」
エ
ネ
ル

ギ
ー
』
と
は
心
身
に
良
く
な
い
影
響
を

及
ぼ
す
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
こ
と
で
す
。

マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
防
御
す

る
に
は
こ
れ
さ
え
や
れ
ば
Ｏ
Ｋ
と
い
う

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
多
種

類
で
多
様
で
す
。
例
え
ば
マ
イ
ナ
ス
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
電
磁
波
や
生
霊
の
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
影
響
を
防
御
す
る
方
法
は
異
な
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
マ
イ
ナ
ス
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
種
類
に
よ
っ
て
そ
の
防
御
法
も
異

な
る
の
で
す
。

ま
ず
生
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
低
下
さ
せ

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
し
て
で
す
が
―
。

毎
日
で
も
や
っ
て
来
る
モ
ノ
と
し

て
、
生
霊
（
人
か
ら
の
念
）、
瘴
気
、

感
情
蓄
積
。
身
体
に
居
る
モ
ノ
と
し
て

細
菌
、
ウ
イ
ル
ス
、
真
菌
（
カ
ビ
）。

外
か
ら
入
る
有
害
物
質
と
し
て
電
磁

波
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
（
ホ
ル
ム
ア
ル
デ

ヒ
ド
な
ど
）、
瘴
気
、
排
水
管
か
ら
の

マ
イ
ナ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
。
憑
依
体
と
し

て
死
霊
、
魔
物
（
妖
怪
、
魔
神
な
ど
）、

宇
宙
霊
、
動
物
霊
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ

の
憑
依
体
か
ら
や
っ
て
来
る
「
意
識
」

や
「
ト
ラ
ウ
マ
」
が
あ
り
ま
す
。「
ト
ラ

ウ
マ
」
に
は
今
世
の
ト
ラ
ウ
マ
、
過
去

世
の
ト
ラ
ウ
マ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
見

え
な
い
世
界
の
現
象
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

方
法
と
し
て
、
ダ
ウ
ジ
ン
グ
、
O
リ

ン
グ
テ
ス
ト
、「
気
当
て
」
診
断
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
気
の
感
知
法
と
気
当
て

実
習
を
い
つ
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
実
習
指

導
し
て
い
る
金
子
さ
ん
に
や
っ
て
貰
い

ま
し
た
。
ち
な
み
に
「
気
当
て
診
断
」

は
私
が
考
案
し
た
「
気
」
の
チ
ェ
ッ
ク

法
で
す
。
対
象
物
に
、
チ
ェ
ッ
ク
し
よ

う
と
す
る
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
る

場
合
は
共
鳴
し
て
跳
ね
返
り
、
無
い
場

合
は
共
鳴
な
く
跳
ね
返
り
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た「
気
」の
反
応
に
よ
り
、「
有
る
」

「
無
し
」を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

今
回
は
和
田
会
長
に
ダ
ウ
ジ
ン
グ
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
頂
き
、
私（
橋
本
和
哉
）

が
気
当
て
チ
ェ
ッ
ク
し
て
と
い
う
ダ
ブ

ル
チ
ェ
ッ
ク
で
の
ぞ
み
ま
し
た
。

次
に
、「
ど
の
程
度
防
御
で
き
て
い

る
の
か
」
と
い
っ
た
実
習
の
た
め
、
防

御
グ
ッ
ズ
を
付
け
て
お
ら
れ
る
人
に
出

て
来
て
貰
い
ま
し
た
。
最
初
、
身
に
着

け
て
い
る
腕
輪
に
よ
り
「
ど
の
程
度
、

防
御
で
き
て
い
る
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
腕
輪
を
し
て
い

る
側
（
半
身
）
は
防
御
で
き
て
い
ま
し

た
が
反
対
側
は
そ
う
で
な
い
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

首
飾
り
と
腕
輪
を
付
け
て
お
ら
れ
た

別
の
被
験
者
は
、
か
な
り
濃
密
に
防
御

で
き
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
防
御
の
た

め
、
防
御
グ
ッ
ズ
を
手
首
や
首
に
指
輪

や
ネ
ッ
ク
レ
ス
と
し
て
付
け
て
お
ら
れ

る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
そ
れ
に
よ
り

「
ど
の
程
度
の
範
囲
で
防
御
出
来
て
い

る
の
か
」
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
性
に

つ
い
て
も
解
説
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
グ
ッ
ズ
が
ど
の
よ
う
な
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る
の
か
に
つ
い
て
実

験
し
ま
し
た
。
人
か
ら
受
け
る
念
を
指

標
に
、
あ
る
腕
輪
を
し
て
貰
い
ま
し
た

が
、
人
か
ら
の
念
は
全
く
消
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
つ
ま
り
そ
の
腕
輪
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
は
あ
る
け
れ
ど
人
か
ら
の
念
を

消
す
効
果
は
無
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
身
に
着
け
て
い
る
防
御
グ

ッ
ズ
が
「
何
を
プ
ロ
テ
ク
ト
す
る
の

か
」
と
い
っ
た
チ
ェ
ッ
ク
も
大
切
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
わ
け
で
す
。

さ
て
、
防
御
グ
ッ
ズ
で
す
が
、
こ
れ

を
ど
の
よ
う
に
選
ぶ
の
か
。
そ
の
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
は
「
何
を
防
御
し
た
い

か
」
を
決
め
て
か
ら
選
ぶ
事
が
大
切
で

す
。
つ
よ
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
も

し
防
御
で
き
る
物
だ
と
判
定
さ
れ
て
も

何
％
の
防
御
な
の
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
1
0
0
％
の
防

御
で
な
い
場
合
、
例
え
ば
60
％
と
判
定

さ
れ
た
ら
60
％
防
御
で
き
る
の
で
は
な

く
、
40
％
は
別
の
物
を
追
加
し
な
い
と

効
果
が
出
な
い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

そ
れ
は
2
階
ま
で
の
階
段
を
、
60
％
の

と
こ
ろ
ま
で
は
上
が
れ
て
も
、
2
階
ま

で
届
か
な
い
の
と
同
じ
で
す
。

「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ッ
ズ
を
使
っ

て
い
る
と
、
あ
る
い
は
使
っ
て
い
る
人

や
周
囲
の
空
間
か
ら
「
マ
イ
ナ
ス
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
を
受
け
て
そ
れ
が
中
に
蓄

積
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

蓄
積
し
た
「
マ
イ
ナ
ス
の
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に
対
処
す
る
た
め
、
私
は
「
ア
ト

ラ
ン
テ
ィ
ス
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
に
グ
ッ
ズ

を
乗
せ
て
い
ま
す
。「
水
晶
ク
ラ
ス
タ

ー
」
も
効
果
あ
り
ま
す
が
、
水
晶
ク
ラ

ス
タ
ー
の
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
生
体
に
は

殺
気
と
し
て
働
く
の
で
人
の
居
な
い
所

で
使
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

防
御
グ
ッ
ズ
と
し
て
は
、
わ
た
し
の
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ク
リ
ニ
ッ
ク
で
販
売
し
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
人
か
ら
の
念
を
消
す
ス
プ

レ
ー
、
オ
イ
ル
。
瘴
気
を
消
す
ス
プ
レ

ー
、
オ
イ
ル
。
蓄
積
し
た
感
情
を
消
す

オ
イ
ル
。
口
腔
や
鼻
粘
膜
、
気
道
の
菌

や
ウ
イ
ル
ス
を
減
ら
す
ア
ロ
マ
口
喉
ケ

ア　

な
ど
で
す
が
、
デ
モ
と
し
て
、
参

加
者
の
方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ッ
ズ
を
使

っ
て
み
ま
し
た
が
秒
単
位
で
即
効
し
て

改
善
感
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
死
霊
を

防
御
す
る
ア
イ
ヌ
帯
、
魔
物
を
追
い
や

る
護
符
、
邪
気
を
追
う
ホ
ロ
グ
ラ
ム
メ

ッ
キ
テ
ー
プ
、
死
霊
を
癒
し
身
体
か
ら

出
す
漢
方
薬
や
塗
香
、
な
ど
も
紹
介
し

ま
し
た
。

「
ア
ー
シ
ャ
曼
荼
羅
カ
ー
ド
」（
点
描

曼
荼
羅
図
の
カ
ー
ド
）
を
使
っ
た
実
習

で
は
、
先
ず
は
参
加
し
た
福
田
さ
ん

（
ア
ー
シ
ャ
は
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
）
に
曼

荼
羅
を
描
く
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
を
簡

単
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
絵

心
が
全
く
な
か
っ
た
ア
ー
シ
ャ
さ
ん

は
、
お
父
さ
ん
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
急

に
訳
も
分
か
ら
ず
に
点
描
曼
荼
羅
を
描

く
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
私
の

「
気
当
て
チ
ェ
ッ
ク
」
で
は
、
北
斗
七

星
の
ア
ル
カ
イ
ド
星
か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
受
け
て
い
て
、
曼
荼
羅
カ
ー
ド
の

下
20
㎝
く
ら
い
の
所
で
神
仏
が
表
出
さ

せ
て
い
ま
す
。
デ
モ
の
た
め
、
参
加
者

で
体
調
が
良
く
な
い
人
に
名
前
を
紙
に

書
い
て
貰
っ
て
セ
ッ
ト
す
る
と
、
20
秒

程
度
で
症
状
が
改
善
し
た
よ
う
で
す
。

真
菰
（
ま
こ
も
）
粉
を
用
い
た
実
習

で
は
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
く
れ
た
田
口

さ
ん
か
ら
「
真
菰
粉
」
の
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
発
酵
さ
せ
た
真
菰

粉
か
ら
は
神
界
に
ま
で
ス
ッ
と
「
気
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伸
び
て
い
ま
す
。
実
習

で
は
、
な
に
か
症
状
の
あ
る
人
の
手
や

手
首
に
真
菰
粉
を
塗
っ
て
貰
い
、
さ
ら

に
未
だ
不
足
と
思
わ
れ
る
経
穴
（
ツ

ボ
）
に
も
塗
っ
て
貰
い
ま
し
た
が
、
ま

も
な
く
症
状
が
改
善
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。「
気
」エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
神
仏
と

の
交
流
も
あ
る
よ
う
で
す
。
唐
突
で
す

が
、
神
仏
を
お
呼
び
し
た
ら
秒
単
位
で

降
り
て
来
ら
れ
た
こ
と
も
お
伝
え
し
ま

す
。と

こ
ろ
で
、「
シ
ュ
ー
マ
ン
波
」
共

振
回
路
は
「7.83H

z

」
の
周
波
数
（
電

離
層
の
波
長
）
を
出
す
回
路
で
す
。
実

習
で
は
、
デ
モ
参
加
者
の
名
前
を
紙
に

書
い
て
貰
っ
て
回
路
の
上
に
の
せ
ま
し
た
。

シ
ュ
ー
マ
ン
周
波
数
で
は
特
に
変
化
し

た
感
じ
は
無
い
と
の
感
想
で
し
た
。
お

そ
ら
く
「
シ
ュ
ー
マ
ン
波
」
は
地
球
の

外
か
ら
既
に
届
い
て
い
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。
次
は
別
の
周
波
数
に
し
て

実
験
し
ま
し
た
。
シ
ュ
ー
マ
ン
波
共
振

回
路
の
抵
抗
を
爪
で
少
し
動
か
す
と
抵

抗
値
を
変
え
て
出
す
周
波
数
を
変
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
被
験
者
は
十
秒

程
度
で
ワ
ク
ワ
ク
し
て
き
た
と
感
想
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
抵
抗
値
を
変
え
て

ウ
キ
ウ
キ
す
る
周
波
数
が
出
る
よ
う
に

調
整
し
て
い
た
の
で
、
効
果
は
あ
っ
た

と
推
察
さ
れ
ま
す
。

仏
様
を
呼
ぶ
と
い
わ
れ
る
「
マ
ニ
」

リ
ン
グ
を
用
い
る
実
習
も
し
ま
し
た
。

マ
ニ
車
は
そ
れ
を
回
す
こ
と
で
仏
様
へ

の
帰
依
効
果
が
出
る
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
仏
様
を
呼
ぶ
効
果
の
あ
る「
マ
ニ
」

リ
ン
グ
は
小
さ
な
指
輪
状
の
マ
ニ
車
を

指
に
は
め
て
動
か
し
ま
す
。
天
空
ま
で

ス
ッ
と
「
気
」
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伸
び
て

い
る
物
だ
け
が
効
果
が
あ
る
の
で
店
先

で
そ
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
選
ぶ
必
要
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
「
マ
ニ
」
リ
ン
グ

で
は
、
如
来
、
菩
薩
、
明
王
、
天
部
で

ど
の
仏
様
を
呼
ぶ
力
が
あ
る
か
知
っ
て

お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
知
っ

た
上
で
、
さ
ら
に
ど
の
指
に
は
め
る
か

ま
で
き
っ
ち
り
指
定
し
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
状
態
で
キ
チ
ン

と
ど
の
指
に
は
め
る
か
「
気
当
て
」
し

て
決
め
、
呼
び
た
い
仏
様
を
念
じ
る
と

秒
単
位
で
降
り
て
き
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
デ
モ
者
に
も
体
感
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
電
磁
波
防
御
の
た

め
の
シ
ー
ル
や
服
、
紙
で
編
ん
だ
死
霊

を
防
御
す
る
中
連
縄
に
つ
い
て
も
お
伝

え
し
ま
し
た
が
、
時
間
が
限
ら
れ
て
お

り
、
以
後
、
質
疑
応
答
と
な
り
ま
し
た
。

「
名
前
を
書
い
た
紙
で
効
果
出
た
の

は
何
故
か
」
と
の
質
問
に
は
、
私
も
よ

く
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
「
呪
術
で
は
よ

く
行
う
方
法
」
と
答
え
ま
し
た
。「
家

族
に
防
御
グ
ッ
ズ
を
使
っ
て
も
よ
い

か
」
と
い
う
質
問
に
は
「
構
わ
な
い
」

と
お
伝
え
し
ま
し
た
。

実
験
、
実
習
を
ふ
ま
え
た
講
演
会
に

な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
の
目
の
前
で

実
習
、
短
時
間
で
症
状
が
消
え
た
人
も

多
数
お
り
、
楽
し
く
学
ん
で
い
た
だ
け

た
か
と
思
い
ま
す
。（
講
師
記
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

サ
イ
の
広
場
第
１
号
（
１
９
８
３
年

６
月
発
行
）ア
ー
カ
イ
ブ

1
9
8
3
年
の
創
刊
号
か
ら
2
0
0
4

年
第
28
号
ま
で
発
行
さ
れ
ま
し
た
会
員

の
自
由
投
稿
誌
「
サ
イ
の
広
場
」
は
そ

の
後
論
文
集
「
サ
イ
科
学
」
に
吸
収
さ

れ
ま
し
た
。

そ
れ
ら
の
記
事
の
中
で
貴
重
で
あ
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り
、
興
味
深
い
内
容
の
も
の
も
あ
り
ま

す
の
で
、「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
に
ス

ペ
ー
ス
が
あ
る
と
き
に
、
順
次
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
回
は
日
本
サ
イ
科
学
会
の
前
身
の

日
本
Ｐ
Ｓ
学
会
の
初
期
か
ら
役
員
を
さ

れ
て
い
た
藤
倉
啓
次
郎
氏
の
1
9
8
1

年
の
イ
ン
ド
旅
行
記
を
紹
介
致
し
ま

す
。
藤
倉
氏
は
御
著
書
も
何
冊
か
あ
り

ま
す
。

藤
倉
啓
次
郎
氏
は
当
時
で
も
な
か
な

か
会
う
こ
と
の
難
し
い
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・

ヨ
ー
ガ
の
覚
者
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師

（Gopi K
rishna

、1903 - 1984

）に
お

会
い
す
る
ま
で
の
経
緯
と
、
ゴ
ー
ピ
・

ク
リ
シ
ュ
ナ
師
に
質
問
を
し
て
得
た
お

答
え
ま
で
、
2
、
3
回
に
分
け
て
転
載

致
し
ま
す
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

◇

印
度
旅
行
の
み
や
げ
話

　
　
　
　
　
　
　

藤
倉  

啓
次
郎

は
じ
め
に

昨
年
の
秋
に
印
度
国
立
教
育
研
究
所

の
ア
ニ
ー
ル
ヴ
ィ
ジ
ャ
ラ
ン
カ
ー
ル
博

士
か
ら
印
度
に
来
る
よ
う
に
と
の
勧
誘

の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
そ
れ
に

応
じ
る
こ
と
に
し
た
。
私
の
考
え
は
ア

ニ
ー
ル
先
生
と
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー

ピ
・
ク
リ
シ
ュ
ナ
師
か
ら
教
え
を
受
け

る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
同
志
に
話
し
た

と
こ
ろ
ゴ
ー
ピ
師
を
日
本
に
招
待
し
よ

う
と
い
う
話
が
出
た
。
そ
こ
へ
ア
ニ
ー

ル
先
生
か
ら
、
そ
の
帰
り
途
に
日
本
へ

寄
っ
て
貰
っ
た
ら
と
の
手
紙
も
寄
せ
ら

れ
た
の
で
、
そ
れ
で
は
是
非
ゴ
ー
ピ
師

に
訪
日
を
お
願
い
し
よ
う
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
私
は
そ
の
役
目
を
負
わ
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。

因
み
に
パ
ン
デ
ィ
ッ
ト
・
ゴ
ー
ピ
・

ク
リ
シ
ュ
ナ
師
と
は
ク
ン
ダ
リ
ニ
ー
・

ヨ
ー
ガ
で
世
界
的
に
知
ら
れ
た
印
度
に

現
存
の
行
者
で
あ
り
覚
者
で
あ
る
。
パ

ン
デ
ィ
ッ
ト
は
尊
称
で
あ
る
。

こ
う
い
う
次
第
で
、
私
は
去
る
二
月

十
七
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
、
印
度
に

旅
を
し
た
の
で
、
こ
こ
に
そ
の
お
土
産

話
を
し
よ
う
と
思
う
。

二
月
十
七
日
は
東
京
で
は
雪
。
そ
の

朝
家
を
出
て
正
午
す
ぎ
成
田
か
ら
の
飛

行
機
に
乗
っ
た
。
途
中
バ
ン
コ
ッ
ク
で

約
一
時
間
停
留
し
た
が
、
こ
こ
で
の
温

度
は
三
〇
度
を
越
す
暑
さ
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
は
午
後
十
時
す
ぎ

に
到
着
し
た
が
、
こ
こ
で
の
温
度
は

一
〇
度
そ
こ
そ
こ
。
一
日
の
間
に
大
い

に
身
を
温
め
た
り
さ
ま
し
た
り
と
い
う

有
様
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
空
港
に
は
ア
ニ
ー
ル

先
生
が
息
子
さ
ん
と
一
緒
に
車
で
出
迎

え
て
く
れ
た
。
直
ち
に
ホ
テ
ル
に
行
っ

て
二
七
時
間
半
と
い
う
長
い
一
日
を
終

り
に
し
た
。

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
で
、
神
の
導
き
か

翌
朝
ア
ニ
ー
ル
先
生
は
私
の
ホ
テ
ル

へ
来
ら
れ
て
私
に
瞑
想
の
指
導
を
し
て

く
れ
た
。
こ
れ
は
そ
の
後
も
続
い
て
行

な
わ
れ
た
。
ま
た
こ
こ
で
私
の
今
後
の

予
定
に
つ
い
て
も
相
談
し
て
く
れ
た
。

二
月
二
十
日
日
曜
日
の
午
後
私
は
ニ

ュ
ー
デ
リ
ー
の
国
立
博
物
館
を
訪
れ
た
。

二
年
前
に
も
行
っ
た
の
だ
が
も
う
一
度

見
て
印
象
を
強
め
た
い
と
思
っ
た
の

だ
。
こ
こ
に
は
古
代
か
ら
近
代
に
至
る

各
方
面
に
亘
る
展
示
物
が
あ
る
。
一
階

に
は
ヒ
ン
ド
ゥ
教
や
仏
教
に
関
す
る
彫

刻
や
ブ
ロ
ン
ズ
像
等
が
大
小
様
々
な
も

の
が
多
数
展
示
さ
れ
て
い
る
。

私
は
こ
れ
等
の
展
示
物
を
順
次
に
見

て
い
く
う
ち
に
、
二
〇
～
三
〇
種
の
小

さ
な
ブ
ロ
ン
ズ
像
を
収
納
し
た
陳
列
棚

の
前
に
出
た
。
そ
れ
は
丁
度
大
き
な
本

箱
を
二
つ
背
中
合
に
並
べ
た
様
な
格
好

で
、
各
々
十
数
個
の
仏
像
を
納
め
て
あ

る
。
一
つ
の
箱
に
は
ナ
ー
ラ
ン
ダ
、
他

の
箱
に
は
チ
ベ
ッ
ト
と
い
う
札
が
つ
い

て
い
る
か
ら
、
前
者
は
昔
の
ナ
ー
ラ
ン

ダ
寺
院
跡
か
ら
の
出
土
品
で
あ
ろ
う

し
、
後
者
は
チ
ベ
ッ
ト
か
ら
の
到
来
品

で
あ
ろ
う
。

そ
の
ナ
ー
ラ
ン
ダ
棚
の
仏
像
で

「Prajna-Param
ita

」（
般
若
波
羅
蜜

多
）
九
世
紀
と
い
う
札
を
つ
け
た
も
の

は
、
磁
石
の
よ
う
に
私
の
目
を
引
き
寄

せ
た
の
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
し
て
、
反

対
側
の
チ
ベ
ッ
ト
棚
の
中
を
見
る
と
、

こ
こ
に
も
同
じ
名
称
で
十
三
世
紀
と
い

う
札
の
つ
い
た
仏
像
が
あ
る
。
私
は
こ

れ
等
二
つ
の
仏
像
を
見
て
欣
喜
雀
躍
の

感
を
抑
え
難
か
っ
た
。

ご
存
知
の
読
者
も
あ
ろ
う
か
、
私
は

昨
年
「
般
若
心
経
を
解
く
」
と
い
う
本

を
書
き
、
ま
た
本
誌
に
も
般
若
心
経
に

つ
い
て
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
中

で
般
若
心
経
の
最
後
に
あ
る
呪
文
「
羯

諦 

羯
諦 

波
羅
羯
諦 

波
羅
僧
羯
諦 

菩

提
薩
婆
訶
」
と
い
う
言
葉
は
般
若
波
羅

蜜
多
の
神
が
説
き
授
け
た
の
だ
と
書
い

て
い
る
。

そ
う
い
う
神
の
根
拠
は
何
か
と
な
る

と
、
他
の
文
献
に
よ
る
も
の
だ
が
多
少

弱
み
も
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
印
度
国

立
博
物
館
に
あ
る
仏
像
は
般
若
波
羅
蜜

多
神
の
存
在
を
示
す
有
力
な
根
拠
で
あ

る
。
私
は
こ
の
仏
像
の
写
真
を
と
っ
た

後
、
博
物
館
員
に
こ
の
仏
像
に
関
す
る
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資
料
に
つ
い
て
尋
ね
た
が
残
念
乍
ら
見

当
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
夜
私
は
ア
ニ
ー
ル
先
生
の
お
宅

に
、
若
い
日
本
人
女
性
と
共
に
招
待
さ

れ
て
、
先
生
の
ご
家
族
な
ど
約
一
〇
名

で
歓
談
し
た
の
だ
が
、
私
は
般
若
波
羅

蜜
多
像
の
発
見
に
つ
い
て
紹
介
し
、
皆

さ
ん
か
ら
も
祝
福
さ
れ
て
楽
し
い
一
夜

で
あ
っ
た
。

翌
日
私
は
デ
ー
ラ
ド
ウ
ン
に
行
き
、

そ
こ
に
数
日
間
滞
在
し
て
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
に
戻
っ
た
の
だ
が
、
何
と
か
し
て
般

若
波
羅
密
多
の
神
の
故
事
来
歴
を
知
り

た
く
て
、
街
の
本
屋
を
尋
ね
た
と
こ
ろ

た
っ
た
一
冊
バ
ッ
タ
チ
ヤ
リ
ヤ
著
「
仏

教
聖
像
の
研
究
」（
英
文
）
と
い
う
本
が

あ
っ
た
の
で
す
ぐ
に
そ
れ
を
買
求
め
た
。

こ
の
本
に
は
仏
像
の
写
真
が
四
二
点

載
っ
て
い
る
が
そ
の
う
ち
九
点
が
般
若

波
羅
蜜
多
の
像
で
あ
る
。
ま
た
本
文
の

説
明
文
に
お
い
て
も
、
女
神
般
若
波
羅

蜜
多
（Goddess Prajna Param
ita

）

は
仏
教
パ
ン
テ
オ
ン
に
お
い
て
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
と
し
て
、
四
〇
頁

に
亘
っ
て
こ
の
女
神
の
由
来
と
そ
の
仏

教
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。

そ
の
由
来
を
一
寸
紹
介
し
ょ
う
。
般

若
波
蜜
羅
多
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
た

般
若
経
（
こ
れ
は
略
称
）
と
い
う
お
経

が
あ
る
。
こ
の
お
経
は
紀
元
の
初
め
頃

出
来
た
と
見
ら
れ
て
い
る
が
、
実
は
釈

尊
が
直
接
説
い
た
。

し
か
し
釈
尊
は
人
類
が
も
っ
と
目
覚

め
る
ま
で
竜
神
に
預
け
て
い
た
も
の
を
、

ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
（
竜
樹
菩
薩
）
が
人

類
に
取
戻
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
る
ら

し
い
。
般
若
波
羅
蜜
多
は
そ
の
よ
う
に

尊
い
の
で
こ
れ
女
神
と
崇
め
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
外
に
も
理
由
は

あ
る
が
こ
こ
で
は
そ
れ
は
省
略
す
る
。

私
は
右
の
よ
う
に
こ
の
本
に
よ
っ
て

般
若
波
羅
蜜
多
女
神
の
詳
細
を
知
っ
て

驚
き
と
喜
び
を
倍
加
し
た
の
で
あ
る

が
、
一
方
日
本
で
は
こ
の
女
神
に
つ
い

て
殆
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
か
と
不
思
議
に
思
う
の
だ
。
も

っ
と
も
日
本
で
も
密
教
の
胎
蔵
界
マ
ン

ダ
ラ
に
は
般
若
菩
薩
と
し
て
一
席
占
め

て
は
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
殆
ん

ど
語
ら
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。

右
の
よ
う
に
私
が
般
若
波
羅
蜜
多
の

仏
像
に
お
目
に
か
か
っ
た
り
、
書
物
を

入
手
し
た
こ
と
に
つ
い
て
あ
る
人
は
そ

れ
は
神
の
導
き
に
よ
る
の
だ
ろ
う
と
い

わ
れ
た
。

こ
の
頃
は
般
若
心
経
を
誦
む
人
も
多

く
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
般
若
心
経
に

関
す
る
書
物
も
異
常
な
ほ
ど
出
版
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
般
若
波
羅
蜜
多
を
神

或
は
菩
薩
と
見
て
い
る
の
は
殆
ん
ど
な

い
。
例
外
的
に
大
阪
大
学
の
佐
保
田
鶴

治
博
士
や
英
国
の
仏
教
学
者
コ
ン
ゼ
博

士
は
こ
れ
を
固
有
名
詞
即
ち
神
又
は
菩

薩
と
見
て
お
ら
れ
る
。

般
若
心
経
を
誦
ま
れ
る
方
々
が
あ
の

呪
文
が
般
若
波
羅
蜜
多
の
神
か
ら
授
か

っ
た
こ
と
を
認
識
し
尊
崇
し
て
そ
の
恵

み
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
私
は
切
望
し
て

止
ま
な
い
。

デ
ー
ラ
・
ド
ウ
ン
に
ゴ
ー
ピ
・
ク
リ
シ
ュ

ナ
師
を
訪
ね
る

デ
ー
ラ
・
ド
ウ
ン
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

の
北
方
約
二
五
〇
粁
に
あ
る
町
で
あ
る
。

か
ね
て
ゴ
ー
ピ
師
の
話
で
は
こ
こ
は

一
年
を
通
じ
気
候
温
暖
で
住
み
よ
い
と

こ
ろ
だ
か
ら
、
こ
こ
に
道
場
を
つ
く
る

こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
。
ニ
ュ
ー
デ
リ

ー
か
ら
は
飛
行
機
も
汽
車
も
バ
ス
も
あ

る
と
の
お
知
ら
せ
を
受
け
て
い
た
が
、

ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
到
着
後
、
念
の
た
め
ア

ニ
ー
ル
先
生
を
通
じ
て
ご
都
合
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、
大
い
に
歓
迎
す
る
と
の
ご

返
事
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
二
月
二
十
一

日
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。

当
日
は
朝
飛
行
機
で
行
く
予
定
で
あ

っ
た
が
、
旅
行
会
社
の
ミ
ス
で
私
が
空

港
に
つ
い
た
時
は
既
に
飛
行
機
が
出
発

し
た
後
だ
っ
た
。
止
む
を
得
ず
バ
ス
で

行
っ
た
。
目
的
地
ま
で
六
時
間
か
か
っ

た
が
振
動
も
ま
た
す
ば
ら
し
く
相
当
な

運
動
に
な
っ
た
。

デ
ー
ラ
ド
ウ
ン
に
近
づ
く
と
か
な
り

広
い
森
林
地
が
あ
る
。
日
本
な
ら
別
荘

地
に
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
よ
う
な

処
。
こ
の
町
は
遠
方
の
山
に
囲
ま
れ
、

緑
も
多
く
印
度
で
は
風
光
明
媚
の
地
と

い
え
る
だ
ろ
う
。

ゴ
ー
ピ
師
の
家
は
町
の
バ
ス
タ
ー
ミ

ナ
ル
か
ら
オ
ー
ト
力
車
に
乗
っ
て
約

二
〇
分
の
郊
外
に
あ
る
。
師
の
家
に
到

着
し
た
の
は
午
後
七
時
頃
で
暗
く
も
あ

り
寒
く
も
な
っ
て
い
た
。
面
識
あ
る
女

性
が
現
わ
れ
て
挨
拶
後
、
今
日
は
遅
い

か
ら
先
生
は
お
会
い
し
な
い
明
朝
十
時

半
に
来
る
よ
う
に
と
の
話
で
あ
る
。

私
は
こ
の
土
地
に
は
不
案
内
だ
か
ら

ホ
テ
ル
だ
け
で
も
紹
介
し
て
貰
い
た
い

と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
修
行
中
の
カ
ナ
ダ

の
青
年
が
現
わ
れ
て
自
分
が
案
内
す
る

と
い
っ
て
、
私
の
待
た
し
て
お
い
た
力

車
に
一
緒
に
乗
り
町
の
ホ
テ
ル
ま
で
行

っ
た
。
そ
の
前
に
寒
い
か
ら
と
い
っ
て

長
い
レ
ー
ン
コ
ー
ト
を
私
に
貸
し
て
く

れ
た
。
こ
の
青
年
は
私
を
ホ
テ
ル
ま
で

案
内
し
た
ら
さ
よ
な
ら
を
い
う
の
か
と

思
っ
た
ら
ち
が
っ
た
。
彼
は
私
の
乗
っ

た
オ
ー
ト
力
車
の
代
金
を
値
切
っ
て
く

れ
る
、
ホ
テ
ル
に
対
し
て
上
等
の
部
屋
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を
注
文
し
お
ま
け
に
そ
の
部
屋
代
を
割

引
さ
せ
る
、
次
に
は
夕
食
の
ア
ド
バ
イ

ス
等
を
す
る
外
、
食
事
中
も
一
緒
に
い

て
何
く
れ
と
世
話
し
て
く
れ
た
。
そ
の

親
切
ぶ
り
に
は
全
く
驚
い
た
の
だ
が
、

こ
れ
は
ゴ
ー
ピ
師
の
教
え
の
結
果
で
あ

ろ
う
と
あ
と
で
私
は
思
っ
た
。

翌
朝
十
時
半
に
師
の
家
に
行
っ
た
。

中
年
の
女
性
が
迎
え
て
く
れ
た
。
彼
女

は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
と
い
う
ス
イ
ス
の
婦

人
で
あ
っ
た
。
間
も
な
く
ゴ
ー
ピ
師
も

笑
顔
で
現
わ
れ
握
手
で
迎
え
て
く
れ
た
。

そ
れ
か
ら
約
一
時
間
私
は
下
手
な
英

語
で
訪
問
の
理
由
や
ら
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー

の
仏
像
の
話
な
ど
を
し
た
。
マ
ー
ガ
レ

ッ
ト
女
史
は
時
々
通
訳
的
な
役
割
も
し

て
く
れ
た
。
ま
た
私
は
、
わ
れ
わ
れ
同

志
か
ら
師
へ
の
訪
日
招
待
状
を
提
出
し

て
師
の
日
本
訪
問
を
お
願
い
し
た
。

師
は
こ
れ
に
対
し
て
「I w
ill try

」

と
答
え
ら
れ
た
。
こ
の
言
葉
は
か
な
り

広
い
意
味
が
あ
っ
て
来
る
来
な
い
が
明

ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
後
ほ
ど
日
本

の
十
月
の
気
候
は
ど
う
か
と
尋
ね
ら
れ

た
の
で
、
そ
れ
は
「
最
良
の
季
節
で
あ

る
」
と
答
え
た
の
で
師
の
お
考
え
も
い

さ
さ
か
こ
ち
ら
へ
傾
い
た
感
じ
で
あ
っ

た
。
日
本
へ
帰
っ
て
か
ら
秘
書
か
ら
手

紙
に
「H

e w
i11 try at m

ast

」
と
書

い
て
あ
っ
た
か
ら
、
大
分
訪
日
の
可
能

性
も
高
く
な
っ
た
と
思
う
。

次
の
日
二
月
二
十
三
日
に
も
や
は
り

朝
十
時
半
に
師
を
訪
ね
た
。
私
は
四
項

目
の
質
問
を
紙
に
書
い
て
提
出
し
た
。

師
は
そ
れ
を
見
て
約
一
分
後
に
回
答
を

始
め
た
が
、
一
時
間
近
く
も
全
く
停
滞

す
る
こ
と
な
く
、
水
の
流
れ
る
如
く
答

え
ら
れ
た
の
に
驚
い
た
。

師
の
話
に
よ
る
と
悟
り
を
開
く
と
、

知
ろ
う
と
す
る
物
事
が
一
ぺ
ん
に
分
る

の
だ
と
い
う
。
例
え
ば
、
数
学
の
勉
強

は
算
術
、
代
数
、
幾
何
、
微
分
、
積
分

と
い
う
よ
う
に
進
む
の
が
普
通
だ
が
、

悟
り
の
状
態
で
は
こ
れ
が
一
度
に
修
得

で
き
る
と
い
う
。
私
の
突
然
の
四
項
目

質
問
に
対
す
る
回
答
も
一
ぺ
ん
に
出
来

た
の
も
そ
う
い
う
超
能
力
の
致
す
所
だ

ろ
う
と
思
っ
た
。

私
の
質
問
と
師
の
回
答
に
つ
い
て
は

本
文
の
後
部
で
紹
介
す
る
。
大
体
は
師

の
悟
り
の
体
験
を
説
明
し
て
い
る
。
師

は
悟
り
の
内
容
は
言
葉
で
は
表
現
し
難

い
の
だ
と
言
い
な
が
ら
も
師
の
説
明
は

わ
れ
わ
れ
凡
人
に
も
理
解
で
き
る
の
で

は
あ
る
ま
い
か
。

仏
教
で
は
本
当
に
悟
り
を
開
く
と
六

神
通
力
が
得
ら
れ
る
と
い
う
。
ゴ
ー
ピ

師
は
ど
れ
程
の
神
通
力
を
も
っ
て
い
る

か
分
ら
な
い
が
私
の
心
の
中
な
ど
見
透

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ
た
。

師
は
難
病
を
遠
隔
治
療
す
る
程
の
力
を

も
っ
て
い
る
こ
と
も
私
は
あ
と
で
知
っ

た
。
ホ
テ
ル
で
こ
の
町
の
人
か
ら
彼
は

神
で
あ
る
と
い
う
言
葉
も
聞
い
た
。

　
こ
の
日
私
は
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
女
史
に

師
か
ら
瞑
想
の
実
地
指
導
を
受
け
た
い

が
と
話
し
た
処
、
女
史
は
私
た
ち
は
こ

こ
で
没
我
の
精
神
で
奉
仕
し
て
い
る
の

で
す
よ
と
の
回
答
で
、
私
は
お
前
の
希

望
は
我
儘
で
は
な
い
か
と
暗
に
云
わ
れ

た
感
じ
で
恥
入
っ
た
次
第
で
あ
る
。
こ

の
人
達
の
親
切
さ
も
こ
の
没
我
精
神
か

と
思
い
、
こ
の
実
地
教
訓
と
今
日
の
師

の
教
え
だ
け
で
も
私
に
と
っ
て
は
充
分

す
ぎ
る
よ
う
に
思
い
、
こ
の
ゴ
ー
ピ
師

に
も
今
日
限
り
に
し
、
明
日
は
ニ
ュ
ー

デ
リ
ー
へ
戻
ろ
う
か
と
の
考
え
も
ふ
と

浮
ん
だ
。
次
の
瞬
間
女
史
は
「
明
日
は

米
国
か
ら
キ
ー
フ
ァ
ー
氏
が
来
る
か

ら
、
師
を
囲
ん
で
一
緒
に
話
さ
れ
た

ら
。」
と
い
っ
た
の
で
私
は
救
わ
れ
た

感
じ
が
し
た
。

キ
ー
フ
ァ
ー
氏
と
い
う
の
は
米
国
で

ゴ
ー
ピ
師
の
書
物
を
出
版
し
、
そ
れ
を

私
に
も
贈
っ
て
く
れ
た
の
で
私
も
い
さ

さ
か
彼
と
の
文
通
も
あ
っ
た
の
だ
。

翌
二
月
二
十
四
日
も
朝
十
時
半
に
出

頭
し
た
と
こ
ろ
、
ゴ
ー
ピ
師
は
一
緒
に

瞑
想
を
し
よ
う
と
云
わ
れ
短
時
間
だ
っ

た
が
、
共
に
瞑
想
を
行
っ
た
。
有
難
い

こ
と
で
は
あ
っ
た
が
私
は
本
当
に
心
中

を
見
抜
か
れ
て
い
る
思
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
あ
と
キ
ー
フ
ァ
ー
氏
が
現
わ
れ

て
、
私
は
彼
に
初
対
面
の
挨
拶
を
し
た

が
、
彼
は
こ
こ
へ
来
る
前
に
東
京
へ
も

寄
り
私
の
家
に
電
話
を
し
た
処
、
娘
が

出
て
「
父
は
印
度
に
行
っ
て
い
る
。」
と

の
返
事
だ
っ
た
と
い
う
。
全
く
予
想
も

し
な
い
奇
遇
で
あ
っ
た
。
こ
の
人
は
ゴ

ー
ピ
師
が
こ
の
夏
欧
州
か
ら
米
国
を
廻

っ
て
日
本
に
来
ら
れ
る
際
に
、
師
の
旅

程
に
つ
い
て
私
た
ち
に
連
絡
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
に

遇
う
こ
と
が
で
き
た
の
は
単
な
る
偶
然

で
も
な
い
よ
う
な
気
が
し
た
。

こ
の
あ
と
私
は
ゴ
ー
ピ
師
に
お
願
い

し
て
昨
日
の
お
話
を
短
縮
し
て
録
音
を

し
直
し
を
し
た
。
と
い
う
の
は
昨
日
私

は
録
音
器
の
作
動
を
誤
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
師
は
喜
ん
で
応
じ
て
く
れ
た
。

次
の
日
二
月
二
十
五
日
は
午
後
三
時

半
に
ゴ
ー
ピ
師
の
許
に
集
っ
た
。
何
か

要
望
は
な
い
か
と
い
う
の
で
私
は
、

「
私
は
日
本
に
い
る
私
の
友
人
達
に
世
界

の
将
来
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
、
い

た
だ
け
た
い
た
だ
け
た
ら
。」
と
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
心
よ
く
応
じ
て
十
五
分

間
ほ
ど
テ
ー
プ
に
吹
込
ん
で
下
さ
っ
た
。
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こ
の
あ
と
、
師
と
キ
ー
フ
ァ
ー
氏
と

の
問
答
が
あ
っ
て
こ
の
日
の
会
合
は
終

っ
た
。 

私
は
ゴ
ー
ピ
師
と
そ
の
側
近
た
ち
、

そ
れ
か
ら
キ
ー
フ
ァ
ー
氏
に
別
れ
を
告

げ
、
去
り
難
い
思
い
で
去
っ
た
。
邸
か

ら
一
〇
〇
米
ほ
ど
の
大
通
り
に
出
る
ま

で
皆
ん
な
が
見
送
っ
て
く
れ
た
姿
が
今

で
も
目
に
浮
ぶ
。

デ
ー
ラ
、
ド
ウ
ン
と
い
う
町
は
ニ
ュ

ー
デ
リ
ー
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
中
間
に
あ
る

中
都
市
で
あ
る
。
四
方
は
山
や
川
に
囲

ま
れ
小
緑
も
多
く
、
気
候
は
一
年
を
通

じ
比
較
的
温
暖
で
あ
る
と
い
う
。
そ
ん

な
環
境
な
の
で
こ
の
頃
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
山

中
か
ら
そ
の
町
に
移
っ
て
ヨ
ー
ガ
道
場

を
開
く
ヨ
ー
ギ
が
多
い
と
い
う
。
私
の

目
に
と
ま
っ
た
道
場
だ
け
で
も
五
ヵ
所

も
あ
る
。

こ
の
町
に
は
五
日
間
滞
在
し
た
。
ホ

テ
ル
は
よ
い
方
だ
と
思
う
が
二
〇
平
米

余
り
の
部
屋
代
が
一
五
〇
〇
円
余
り
。

但
し
設
備
面
は
快
適
と
は
云
え
な
い
。 

　

二
月
二
十
六
日
朝
早
く
バ
ス
で
四
〇

分
間
ゆ
ら
れ
な
が
ら
飛
行
場
に
行
き
、

そ
こ
か
ら
双
発
の
五
〇
人
乗
位
の
飛
行

機
で
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
に
飛
ん
だ
。
途
中

機
内
か
ら
白
雪
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
連
峰
が
よ

く
見
え
た
。

南
印
度
へ

三
月
三
日
私
は
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
南
方

二
二
○
○
粁
余
り
の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ッ
ド

を
訪
れ
た
。

印
度
第
五
の
大
都
市
で
あ
る
。
古
い

回
教
徒
の
町
で
、
町
に
は
多
数
の
回
教

的
建
物
が
あ
る
。
町
か
ら
一
〇
粁
ほ
ど

離
れ
た
処
に
数
百
年
前
の
ゴ
ル
ゴ
ン
ダ

城
の
廃
櫨
が
あ
る
。
日
光
の
鳴
竜
と
同

様
拍
手
す
る
と
天
井
で
音
響
を
発
す
る

建
物
が
あ
る
。

町
か
ら
こ
こ
に
来
る
途
中
、
昔
の
王

達
の
立
派
な
回
教
建
物
式
墓
が
数
ケ
所

に
見
ら
れ
た
。
墓
の
荘
厳
さ
が
死
者
の

あ
の
世
の
幸
福
を
保
証
す
る
訳
で
も
な

い
だ
ろ
う
が
。
む
し
ろ
つ
わ
者
ど
も
の

夢
の
あ
と
の
感
を
起
こ
さ
せ
る
。

こ
の
町
の
博
物
館
は
見
る
価
値
が
あ

る
ら
し
い
の
で
訪
ね
た
と
こ
ろ
、
生
憎

と
金
曜
日
で
回
教
方
式
で
休
館
だ
っ
た

の
は
残
念
だ
っ
た
。

こ
の
町
に
は
一
泊
し
た
が
ホ
テ
ル
の

名
は
ナ
ー
ガ
ル
ジ
ュ
ナ
と
い
う
。
こ
の

名
は
仏
教
の
中
論
哲
学
を
説
き
、
大
乗

仏
教
八
宗
の
祖
と
も
称
さ
れ
、
ま
た
般

若
波
羅
蜜
多
と
も
縁
深
い
偉
大
な
る
仏

教
僧
・
竜
樹
菩
薩
の
印
度
原
名
で
あ
る
。

（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

命を育む母体であり、特に水と「サイ・気」
は相性が良い。例えば、マクロな視点で水に
例を取ると、水は水蒸気、雲、雨、川、海と
なり、地球の全体にわたって循環し、生命力
を養い、その過程で様々な物質を溶かし込ん
でいます。この中には「気・意識」も含まれ
ることに成ります。ここでは、問題を限定し
て水、植物、太陽に関連してパワー・スポッ
トを選び、意識体形成の主体としての「気・
意識」を造ることにしたい。

4）集積を目的にした機器
空間に存在する「サイ・気」を、パワー・ス

ポットに集積し、希望した「気・意識」を増幅
して、放射する機器の試作が進行しておりま
す。「サイ・気」は近赤外線領域に存在してい
るので、非可視である。体外に集積した「サ
イ・気」は、この機器に上載せされて、試作
装置に運ばれて実用化を助けることになる。

（1） 人工外気制御装置
以上は、自家用として、自分に合った人工

外気制御機器を造る為の計画であるが、さら
には検討を進めて、将来には全体を人工的に
運営する装置の開発を計画している。

（2）  倫理規定について
実用化を目的にしておりますが、因果応報

が実現する意識・情報・社会の世界でありま
すので、倫理規定の設定が必要になると思い
ます。

〈1〉 意識し、願う、祈る、の想いや行為は、
必ずしっぺ返しとなって、本人にも届きます。
特に生存している人の「想い、願い、祈り」等、

「生霊」に留意すべきでしょう。これらの結
果はストレス、体調不良、病気等として現れ
てきます。

〈2〉 対策としては人を嫉まない、憎まない。
相手が悪いと判断しても、自ら、心から詫び
て、反省と感謝の想い、願い、祈り、をする。
つまり、感謝の念を送るとよい。

ご指導頂いた品川次郎先生に御礼申し上げ
ます。



1）はじめに
福来友吉先生は、1910年に、「透視と念写」

を発見致しました。そして、「念」は願いを持っ
たエネルギーで、時間や空間を超えて、宇宙全
体にひろく充満していると説明致しました。英
国のロジヤー・ベンローズは、（2020）のノー
ベル賞（物理学）を受賞致しました。そして、
宇宙空間は量子力学で、表示することが出
来、「意識」は重力と類似である、と解説い
たしました。佐々木茂美、佐藤禎花は、2018
年に、体外の空間に造った三日月型の念写像
の解析から、その原因として、「陰陽サイ
spin対【光子群】」を発見致しました。

検討してみると、以上の「念」、「意識」、「陰
陽サイspin対【光子群】」は、ほぼ同一内容で
あると思われます。そこで、これ等を統合し
て、新たに「気・意識」と呼び変えることに
致します。本会では、「気・意識」の実用化
研究を進める事に致します。

2）研究会の経過報告
（1）夜の屋外の空間に霧吹きでキリ（水滴）を
造り、之が消えた後に「真オーブ」を形成・出
現させます。これによりオーブ（意識体）の出
現率を、１/150から1/3まで上昇すること
が出来ました（つまり再現性が実現した）。

（2）脳波を下げて、変性意識状態（ASC）付
近になり、目隠しをして、物を見る練習を継
続します。すると、無意識層から「気・サイ」
が放出されて、体外に意識体が形成されます。
つまり、真オーブの上に「気・意識」の活動
の拠点（依り代）ができた事に成ります。

（3）意識体にお願いして、「気・意識」が（物

質変化を助ける形で）、実用化を進める事を
計画しております。

施行の結果を見ると今のところ、「気・意
識」が、物質変化を（+30％）～（−30％）助
ける、という結果がえられております。つま
り、（+30％）から（−30％）の「サイ・気」入
りの（例えば）：食品、飲用水等が可能であ
る、という事になります。

次に、具体例を示します。

3）集積場所（パワー・スポット）の設定
超能力者の「透視」等によって体外の空間

に意識体を形成する場合には、「気・意識」
が集積している（密度が濃い）場所は、超能
力者の周辺の空間に限定されております。し
かし、通常人の場合には、「サイ、気」が集
積する場所（例）（パワー・スポット）を造る
事が要求されます。どの様な場所（位置、環
境）に「サイ・気」を集めるか、どの様な「サ
イ・気」を集積させるかが問題となります。
「サイ・気」には陰性と陽性がありますが、

今は、『陽性のサイ』のみを問題にすること
にします。

信仰対象である神社・仏閣等は当然陽性で
すが、様々な内容の「サイ・気」を含んでい
るので、希望する内容の「サイ・気」のみを
選択します。ここでは『陽性のサイ』で、使
用目的が明白な場合（個人）に限定して、検
討する事に成ります。

人間等の生命体を育む太陽、水、植物など
と地球上にある生命体との関係をよりよくす
る問題に限定します。太陽と水は地球上の生
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